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一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
の
概
要

名
　
称

　
一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

　
　（
英
文
名T

he East A
sian Friendship A

ssociation

）

事
務
所

　
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
─
七
─
五 

砂
防
会
館
四
階

　
　
　
　（
必
要
に
応
じ
支
部
を
設
け
る
）

目
　
的

　
会
員
相
互
の
親
睦
並
び
に
我
が
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

経
済
、
文
化
の
提
携
、
交
流
を
通
じ
、
友
好
親
善
の
増

進
を
図
る
。

事
　
業

①
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
政
治
、
経
済
、
文
化
に

関
す
る
調
査
研
究
及
び
講
演
会
、
研
究
会
の
開
催
並
び
に

研
究
資
料
の
出
版

②
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
文
化
、
芸
術
の
相
互
の

紹
介

③
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
経
済
協
力
の
推
進
に
必

要
な
情
報
の
収
集
及
び
斡
旋

④
　
我
が
国
に
在
住
す
る
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
民
の
生
活
相
談

⑤
　
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
か
ら
の
在
日
留
学
生
に
た
い
す
る
進
学
の

斡
旋

⑥
　
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

亜
東
親
善
協
会
の
変
遷

　
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
は
、
民
主
主
義
と
自
由
経
済
を
信
条
と
す
る
ア

ジ
ア
人
同
志
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
一
九
四
九
年

　
東
京
に
設
立
さ
れ
た

『
華
南
倶
楽
部
』
が
発
祥
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
激
動
の
時
代
で
し

た
が
、
会
員
は
ひ
た
す
ら
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
を
希
求
し
、
友
愛
と
信
義

を
基
調
と
し
た
国
際
関
係
の
樹
立
に
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
有
識
者
が
次
第
に
増
加
し
、
活
発
な
活
動
と
と

も
に
組
織
拡
大
の
一
途
を
辿
り
ま
し
た
が
、
一
九
七
二
年
の
日
中
共
同
声
明

は
、
ア
ジ
ア
の
政
治
情
勢
の
み
な
ら
ず
、
在
日
ア
ジ
ア
人
の
日
常
に
も
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
前
年
即
ち
一
九
七
一
年
、
千
葉
三
郎
先
生
（
衆
議
院
議
員
）
は
、
倶

楽
部
を
強
化
発
展
さ
せ
る
必
要
を
痛
感
し
、
岸
信
介
先
生
、
福
田
赳
夫
先
生
、

灘
尾
弘
吉
先
生
ら
と
諮
り
、
留
日
華
僑
有
志
の
方
々
が
協
力
さ
れ
、
自
ら
発

起
人
と
な
り
同
年
五
月
二
九
日
外
務
省
認
可
『
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
』

を
設
立
致
し
ま
し
た
。

　
千
葉
先
生
の
引
退
後
、
原
文
兵
衛
先
生
が
参
議
院
議
長
の
要
職
の
ま
ま
会

長
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
永
年
衆
議
院
で
活
躍
さ
れ
た
藤
尾
正
行
先
生
が

会
長
を
引
き
継
が
れ
、
二
一
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
玉
澤
徳
一
郎
先
生
が

会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
世
界
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
程

に
成
長
し
ま
し
た
。
か
か
る
情
勢
の
中
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
元
内
閣
総
理

大
臣
安
倍
晋
三
先
生
を
会
長
に
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。
同
年
一
二
月
安
倍
政

権
が
発
足
、
会
長
の
内
閣
総
理
大
臣
復
帰
に
伴
い
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
三
年
二
月
、
安
倍
会
長
の
意
を
受
け
、
会
長
代
行
・
大
江
康
弘
参
議

院
議
員
が
会
長
を
引
き
継
が
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
領
土
問
題
等
の

紛
争
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
、
発
展
に
伴
う
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
な
ど

も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
の
繁
栄
と
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
本
協
会
員
一
同
、
役
員
陣

容
を
強
化
し
、
新
会
長
の
も
と
、
叡
智
を
結
集
し
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
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季
刊
「
亜
東
」
平
成
二
七
年　

秋
季
号
・
目
次

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
・
概
要
・
変
遷�

二
頁

目　

次
・
協
会
役
員
名
簿�

三
頁

会
長
あ
い
さ
つ
と
報
告�

四
頁

台
湾
と
の
教
育
的
交
流�

七
頁

溝
畑　

宏
氏
の
談
話�

九
頁

「
亜
東
親
善
協
会
」
が
台
湾
か
ら
の
留
学
生
と

　

懇
談
会
開
催�

一
一
頁

最
近
の
日
台
関
係
と
台
湾
情
勢�

一
二
頁

事
務
所
だ
よ
り�
一
五
頁

� 平成27年５月14日現在

一般社団法人亜東親善協会役員名簿
名誉会長（理事以外）　１名　　　玉澤徳一郎
参　　与（理事以外）　１名　　　橋本　靖男
会　　長（代表理事）　１名　　　大江　康弘
副 会 長（理　　事）　４名　　　張　　建国　　張　　碧華
　　　　　　　　　　　　　　　 山本　順三　　千葉　健司
専務理事　　　　　　 １名　　　崎谷　秀彦
業務執行理事　　　　 ４名　　　赤松　則宏
　　 〃 　　　　　　 　　　　　藤山　雅康
　　 〃 　　　　　　 　　　　　池本　好伸
　　 〃 　　　　　　 　　　　　笹岡　恭亮
理　　　　事　　　　 17名

小松　省二　　仲谷　俊郎　　新井　秀子　　南部　晴彦　　益山　　茂　　松永理恵子
多　　忠和　　三浦　信行　　並木　正芳　　伊野　雅晴　　柴田　徳文　　山口　裕志
森　　康郎　　矢野　哲朗　　鶴保　庸介　　永島　剛士　　小山　博史

監　　　　事　　　　 ２名　　　李　ハロルド　　鈴木　慶一

事　 務　 局　　　　　　　　　 崎谷　秀彦
　　　　　　　　　　　　　　　 李　　孔暁

一般社団法人　亜東親善協会
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会
長
あ
い
さ
つ
と
報
告�

会
長　

大
江　

康
弘

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

い
つ
も
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
秋
号
が
皆
さ
ま
に
届
く
頃
に
は
双
十
節
も
終
わ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
中
華
民
国
一
〇
四
年
国
慶
節
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

中
華
民
国
は
限
ら
れ
た
国
際
環
境
、
国
際
空
間
の
中
に
あ
っ
て
も
、

着
実
に
民
主
国
家
と
し
て
力
強
く
歩
ん
で
い
る
姿
は
嬉
し
く
頼
も
し
い

限
り
で
す
。

我
国
も
変
わ
り
ゆ
く

国
際
情
勢
に
対
応
し
国

民
を
し
っ
か
り
守
り
、

平
和
と
安
全
を
確
実
な

も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
安
倍
総
理
は
長
い
間

の
懸
案
だ
っ
た
安
保
法

案
の
成
立
を
果
た
し
ま

し
た
。

今
の
国
柄
に
あ
っ
た

国
際
貢
献
が
こ
れ
で
又

一
歩
前
進
し
、
多
く
の

国
か
ら
理
解
と
賛
同
を

い
た
だ
け
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の

法
案
審
議
で
不
思
議
に

思
っ
た
の
は
「
民
意
」

と
い
う
と
ら
え
方
で

す
。我

々
の
日
常
生
活
の

中
で
物
事
に
対
し
て

「
賛
成
」「
反
対
」
と
二

つ
の
相
反
す
る
意
見
が

存
在
す
る
の
は
当
然
で

す
。
又
、
そ
れ
を
大
衆

の
前
で
し
っ
か
り
と
双
方
と
も
主
張
で
き
る
環
境
こ
そ
、
大
切
で
あ
り

自
由
主
義
国
、
民
主
国
家
の
大
き
な
証
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
で
は
そ
の
「
証
」
さ
え
否
定
す
る
国
も
多
く
我
国
の
隣
に
も
北

朝
鮮
と
い
う
無
法
国
家
が
あ
り
ま
す
が
、
国
会
の
前
で
連
日
デ
モ
を
繰

り
返
し
「
法
案
反
対
」
を
叫
ぶ
若
者
も
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
の
な
か
で

は
許
さ
れ
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
わ
ず
か
一
万
人
～
二
万
人
弱
の
人
々
の
声
が
果
た
し
て

一
億
二
七
〇
〇
万
人
の
国
民
を
代
表
し
た「
民
意
の
声
」で
し
ょ
う
か
?!

一
つ
の
意
志
を
代
表
し
た
声
で
あ
っ
て
も
大
多
数
を
代
表
し
た
声
で

安達前会長

大江会長
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は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
終
的
な
「
民
意
を
代
表
す
る
結
果
」
は
国
民
が
貴
重
な
一
票
を
投

じ
て
選
ん
だ
国
会
議
員
の
採
決
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
が
我
国
の
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
、世
界
の
民
主
国
家
の
制
度
で
す
。

そ
の
よ
う
な
手
続
き
を
経
て
成
立
し
た
安
保
法
案
で
す
が
、
な
か
な

か
国
民
に
は
理
解
し
て
も
ら
い
に
く
い
中
身
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
説

明
と
理
解
を
求
め
て
い
く
努
力
は
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

さ
て
今
回
は
八
月
に
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
「
日
台
交
流
サ

ミ
ッ
ト
in
金
沢
」
を
紹
介
し
ま
す
。

金
沢
市
議
会
、
日
台
友

好
議
員
連
盟
の
安
達
前
会

長
、
役
員
の
皆
さ
ん
が
約

一
年
余
り
を
か
け
て
全
国

の
地
方
議
会
に
設
立
さ
れ

た
日
台
友
好
議
連
の
メ
ン

バ
ー
に
協
力
を
求
め
て
開

催
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。並

々
な
ら
ぬ
苦
労
と
努

力
の
賜
物
で
あ
っ
た
と
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
に
も
安
達

会
長
が
お
見
え
に
な
り
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
も
一
年
以
上
も
前
で
あ

り
ま
し
た
。

今
回
、
多
く
の
地
方
議
会
の
代
表
が
参
加
さ
れ
、
又
、
台
湾
か
ら
も

多
数
の
来
賓
が
来
日
さ
れ
大
会
に
花
を
そ
え
た
の
も
、「
や
っ
ぱ
り
、

皆
さ
ん
中
華
民
国
台
湾
が
日
本
に
と
っ
て
大
切
な
国
で
あ
る
。」
と
い

う
共
通
の
認
識
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。
当
日
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
多
く
の
同
志
や
仲
間
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
、
そ
の
意
を
強
く
し

た
次
第
で
す
。

安
達
会
長
は
じ
め
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
尽
力
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
私
の
ふ
る

さ
と
「
和
歌
山
県

で
！
」
と
い
う
方
向

が
決
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
の
で
、
又
、

全
力
で
仲
間
や
先
輩

の
皆
さ
ん
と
一
丸
と

な
っ
て
、
せ
っ
か
く

ひ
い
て
い
た
だ
い
た

レ
ー
ル
を
更
に
延
ば

し
て
い
け
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

安達会長と和歌山県議団と
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引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

又
、
も
う
一
つ
報
告
が
あ
り
ま
す
。

八
月
、
私
共
の
協
会
が
後
援
し
た
軽
井
沢
国
際
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

も
う
今
年
で
一
一
年
目
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
世
界
的
に
有
名
な
指

揮
者
の
松
下
耕
先
生
が
続
け
て
こ
ら
れ
た
音
楽
祭
で
、
毎
年
台
湾
か
ら

も
参
加
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
高
尾
と
台
北
か

ら
の
二
団
体
が
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
又
、
翌
日

に
は
埼
玉
県
川
口
市
で
高

尾
室
内
合
唱
団
の
リ
サ
イ

タ
ル
が
あ
り
、
張
建
国
副

会
長
、
赤
松
理
事
と
共
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
民
間
の

皆
さ
ん
の
地
道
な
交
流

又
、
特
に
文
化
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
し
て
の

つ
な
が
り
は
凄
い
絆
を
生

み
出
し
て
く
れ
る
と
い
う

事
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た

次
第
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り
で
し
っ
か
り
と
中
華
民
国
台

湾
と
つ
な
が
っ
て
い
く
事
で
、
ゆ
る
ぎ
な
い
二
国
関
係
が
維
持
さ
れ
深

ま
っ
て
い
く
事
を
感
じ
た
今
年
の
夏
で
し
た
。
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台
湾
と
の
教
育
的
交
流

�

亜
東
親
善
協
会
理
事　

多お
お
の　

忠た
だ

和か
ず

こ
の
度
、
こ
の
季
刊
「
亜
東
」
に
、
私
の
拙
い
経
験
で
は
あ
り
ま
す

が
、
台
湾
と
の
交
流
を
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
簡
単
に
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
私
は
、「
学

校
法
人
電
子
学
園
」
の
理
事
長
を
務
め
て
お
り
、「
日
本
電
子
専
門
学

校
」
と
い
う
専
門
学
校
を
経
営
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
電
子
専
門
学
校
は
、
電
子
・
電
気
、
Ｉ
Ｔ
分
野
の
ハ
ー
ド
及
び

ソ
フ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
以
下
Ｃ
Ｇ
）、

ゲ
ー
ム
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
育
成
し
て
お
り
、
現
在
約

二
三
〇
〇
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
は
、
昭
和
二
六
年
創
立

以
来
、
約
一
二
万
人
を
輩
出
し
て
お
り
、
台
湾
か
ら
の
留
学
生
も
卒
業

生
が
四
〇
〇
名
を
超
え
、
現
在
も
三
〇
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
紹
介
は
こ
の
程
度
に
し
ま
し
て
、
私
が
台
湾
と
関
わ
り
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
八
年
と
一
九
九
九
年
に
、
専
門
学
校

野
球
連
盟
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
団
長
と
し
て
、
台
湾
の
大
学
生
や
高
校

生
と
の
親
善
試
合
を
行
う
た
め
、
学
生
を
率
い
て
訪
台
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
そ
の
際
、
高
雄
で
は
、
当
時
高
雄
県
長
を
務
め
て
お
ら

れ
た
余
政
憲
先
生
と
親
交
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
大
変
お
世
話
に

も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
台
湾
の
印
象
が
あ
ま
り
に
強
く
、
台
湾
と

の
関
係
を
、
単
に
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、

教
育
的
交
流
を
通
し
て
も
っ
と
深
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
る
に
至
り

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
は
、
大
学

で
は
姉
妹
校
提
携
な
ど
の
交
流
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
専
門
学
校

に
つ
い
て
は
、
台
湾
国
内
で
は
ま
だ

ま
だ
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
評
価

が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
な
か
な
か
糸

口
が
つ
か
め
な
い
状
況
で
し
た
。
そ

こ
で
、
二
〇
〇
一
年
に
台
北
駐
日
経

済
文
化
代
表
處
に
赴
き
、
当
時
の
文

教
組
組
長
で
あ
っ
た
陳
燕
南
先
生
に
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
亜
東

関
係
協
会
を
表
敬
訪
問
す
る
こ
と
か
ら
台
湾
で
の
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
当
時
の
秘
書
長
は
、
郭
明
山
先
生
が
務
め
て
お
ら
れ
、
そ
れ
か
ら

訪
台
の
た
び
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
う
ち
、
文
教
関
連
や
教
育
部
の

皆
様
と
の
交
流
も
生
ま
れ
、
よ
う
や
く
台
湾
の
大
学
や
高
等
学
校
と
の

繋
が
り
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
台
湾
で
は
、
日
本
の
ア
ニ

メ
、
Ｃ
Ｇ
、
ゲ
ー
ム
が
大
変
人
気
が
あ

る
こ
と
を
聞
き
、
台
湾
の
若
者
達
に
こ

の
分
野
を
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
「
第
一
回

ア
ニ
メ
、
Ｃ
Ｇ
、
ゲ
ー
ム
分
野
学
生
作

品
展
」
を
淡
江
大
学
・
台
北
校
舎
を
お

借
り
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

郭明山先生と

黄煇慶先生
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来
賓
と
し
て
黄
煇
慶
文
教
組
組
長
（
当
時
）
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
そ
の
後
も
黄
先
生
の
ご
尽
力
と
ご
支
援
に
よ
り
、
第

二
回
を
二
〇
〇
六
年
（
会
場
：
天
成
大
飯
店
）、
第
三
回
を
二
〇
〇
七

年
（
会
場
：
誠
品
書
店
信
義
店
）
に
台
北
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

特
に
二
〇
〇
七
年
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
の
イ
ベ
ン

ト
終
了
時
に
亜
東
関
係
協
会
・
羅
坤

燦
秘
書
長
（
当
時
）
よ
り
、

二
〇
〇
七
年
の
台
日
文
化
観
光
交
流

年
を
記
念
し
た
教
育
的
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
、
地
元
の

大
学
と
と
も
に
、
約
一
年
間
の
周
到

な
準
備
期
間
を
経
て
、「D

igital 
Collaboration

」
ア
ニ
メ
、
Ｃ
Ｇ
、

ゲ
ー
ム
フ
ェ
ア
と
し
て
大
々
的
に
開

催
し
、
高
校
生
、
大
学
生
を
中
心
に
、

二
日
間
で
来
場
者
一
六
〇
〇
名
を
動

員
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

多
く
の
高
校
や
大
学
、
台
湾
教
育

部
、
亜
東
関
係
協
会
、
交
流
協
会
、

そ
の
他
多
く
の
関
係
団
体
の
皆
様
と

2007年のイベント「Digital Collaboration」アニメ、CG、ゲームフェア

交
流
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
後
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
交

流
協
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
同
協
会
が
招
待
し
た
台
湾
高
校
生
に
対

し
、
ア
ニ
メ
、
Ｃ
Ｇ
、
ゲ
ー
ム
分
野
の
体
験
学
習
を
行
う
な
ど
、
年
を

追
っ
て
台
湾
と
の
交
流
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
か
ら
は
、
新
竹
私
立
光
復
高
級
中
学
、
桃
園
県
天
主
教

振
聲
高
級
中
学
、
台
南
私
立
光
華
女
子
中
学
、
淡
水
商
工
高
級
職
業
学

校
な
ど
本
校
と
関
係
の
深
い
高
校
の
学
校
内
に
お
い
て
、
本
校
校
長
を

筆
頭
に
現
場
の
教
員
が
校
内
に
機
材
を
持
ち
込
み
、
ア
ニ
メ
、
Ｃ
Ｇ
、

ゲ
ー
ム
関
連
の
講
習
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
仕
事
で
多
く
の
国
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
台
湾
ほ
ど
日
本
と

合
う
国
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
湾
か
ら
の
留
学
生
も
、

数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
大
変
努
力
家
で
優
秀
な
学

生
ば
か
り
で
す
。

今
後
共
、
微
力
な
が
ら
、
教
育
機

関
の
長
と
し
て
、
ま
た
亜
東
親
善
協

会
の
理
事
と
し
て
、
日
本
と
台
湾
の

発
展
に
寄
与
す
べ
く
活
動
し
て
参
る

所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

台湾高校内での講習会にて
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溝み
ぞ

畑は
た

　
宏ひ

ろ
し氏
の
談
話�

公
益
財
団
法
人
大
阪
観
光
局　

理
事
長　

【
略　

歴
】

生
年
月
日　

昭
和
三
五
年
八
月
七
日

京
都
府
出
身

昭
和
六
〇
年
三
月　

東
京
大
学
法
学
部
卒
業

昭
和
六
〇
年
四
月　

自
治
省
入
省

平
成
一
一
年
五
月　

�

自
治
省
行
政
局
行
政
体
制
整
備
室
課
長
補
佐
・
理
事
官

平
成
一
四
年
四
月　

大
分
県
企
画
文
化
部
長

平
成
一
六
年
八
月　

�

株
式
会
社
大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

代
表
取
締
役

平
成
二
二
年
一
月　

国
土
交
通
省
観
光
庁　

長
官

平
成
二
四
年
五
月　

�

内
閣
官
房
参
与
・
大
阪
府
特
別
顧
問
・
京
都
府
参
与

平
成
二
七
年
四
月　

公
益
財
団
法
人
大
阪
観
光
局　

理
事
長

現
在
私
の
執
務
室
か
ら
は
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
店
が
軒
を
連
ね
る
大
阪

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
・
御
堂
筋
を
行
き
か
う
、
国
内
外
か
ら
の
多
く

の
観
光
客
・
買
物
客
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
英
語
、
北
京
語
、
広

東
語
、
韓
国
語
、
タ
イ
語
な
ど
、
話
す
言
葉
は
様
々
で
も
、
多
く
の
訪

日
外
国
人
の
お
客
様
が
一
様
に
大
阪
を
満
喫
し
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
闊

歩
す
る
姿
を
目
に
す
る
と
、
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
、
そ
れ
だ
け
の
魅
力
を
持
つ
我
が
国
へ
の
誇
ら
し
さ
、
こ
の
よ
う

な
交
流
が
自
然
に
行
わ
れ
る
今
日
の
平
和
の
尊
さ
を
思
い
、
改
め
て
観

光
の
持
つ
力
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

私
・
溝
畑
宏
は
、
本
年
四
月
か
ら
、
公
益
財
団
法
人
大
阪
観
光
局
の

理
事
長
兼
局
長
を
拝
命
し
、
観
光
客
誘
致
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。二
〇
一
〇
年
一
月
か
ら
二
〇
一
二
年
三
月
に
か
け
て
も
、観
光
庁
長

官
と
し
て
国
全
体
の
観
光
を
取
り
仕
切
る
立
場
に
お
り
ま
し
た
が
、
観

光
立
国
・
日
本
を
真
の
意
味
で
実
現
す
る
に
は
、首
都
圏
と
並
ぶ
日
本
の

両
輪
た
る
べ
き
関
西
が
、観
光
の
面
で
も
力
を
発
揮
し
、大
阪
が
そ
の
中

心
と
し
て
、自
ら
の
魅
力
を
磨
く
と
と
も
に
関
西
全
体
を
引
っ
張
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、身
を
投
じ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

就
任
後
は
、
大
阪
、
あ
る
い
は
国
の
観
光
関
係
者
と
の
面
会
、
懇
談

を
重
ね
、
息
つ
く
間
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
八
月
下
旬
に
初
め
て

海
外
、
そ
れ
も
台
湾
へ
の
出
張
の
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
台
湾
に
は

観
光
庁
長
官
在
任
中
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
当
時

台
湾
の
交
通
部
観
光
局
長
（
女
性
＝
お
名
前
を
要
確
認
）
が
非
常
に
熱

心
に
相
互
交
流
に
取
り
組
ま
れ
、
今
日
の
日
台
交
流
の
礎
を
作
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
台
湾
の
皆
様
か
ら
人

的
、物
的
、経
済
的
な
多
大
な
る
支
援
を
頂
戴
し
た
の
は
皆
様
ご
存
知
の

通
り
で
す
。さ
ら
に
原
発
事
故
の
風
評
被
害
が
広
が
る
中
で
、い
ち
早
く

日
本
へ
観
光
客
を
送
っ
て
く
れ
た
旅
行
会
社
、
あ
る
い
は
風
評
を
払
拭

す
る
情
報
を
発
信
し
て
く
れ
た
メ
デ
ィ
ア
、
フ
ラ
イ
ト
を
復
活
さ
せ
て

く
れ
た
航
空
会
社
な
ど
、
台
湾
の
皆
様
は
私
た
ち
を
精
神
的
に
も
実
務

的
に
も
大
い
に
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
れ
が
そ
の
後
の
オ
ー
プ

ン
ス
カ
イ
政
策
に
つ
な
が
り
、日
台
間
の
交
流
は
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
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と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
文
化
の
面
で
も
例
え
ば
「
五
月
天
（M

ayday

）」
や
「
宇

宙
人
（Cosm

os People

）「ST
A
Y
CO

O
L

」
な
ど
台
湾
の
バ
ン
ド
が

日
本
で
の
公
演
活
動
を
行
う
一
方
、
日
本
の
俳
優
が
出
演
し
て
大
ヒ
ッ

ト
し
た
昨
年
の
台
湾
映
画
「K

A
N
O

」
の
よ
う
な
日
本
か
ら
台
湾
へ

と
い
う
動
き
も
引
き
続
き
盛
ん
で
、
相
互
の
関
係
が
一
層
深
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
観
光
が
深
度
化
し
て
文
化
を
求
め
、
文
化
が
観
光
の
テ
ー

マ
と
な
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
、
と
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
大
阪
観

光
局
と
し
て
も
今
後
芸
能
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
な
ど
を
含
め
た
広
義
の
文

化
を
、
旅
行
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
訴
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
共
に
民
主
主
義
と
自
由
を
信
条
と
す
る
日
本
と
台
湾
が
、

異
な
る
文
化
を
持
ち
な
が
ら
そ
の
違
い
を
理
解
し
、
認
め
あ
い
、
お
互

い
の
文
化
を
楽
し
め
る
成
熟
し
た
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
今

後
日
本
が
諸
外
国
と
の
関
係
構
築
を
図
る
上
で
の
大
き
な
モ
デ
ル
と
な

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

海
外
と
の
関
係
は
さ
さ
い
な
出
来
事
か
ら
大
き
く
傷
つ
い
て
し
ま
う

も
の
で
あ
り
、
簡
単
に
傷
つ
か
な
い
、
あ
る
い
は
傷
つ
い
た
場
合
に
も

修
復
可
能
な
関
係
を
作
っ
て
お
く
こ
と
は
大
変
難
し
く
、
根
気
と
手
間

を
要
す
る
作
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
道
な
仕
事
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

亜
東
親
善
協
会
の
皆
様
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
私

自
身
も
観
光
・
文
化
の
交
流
を
通
じ
て
、
義
に
厚
く
人
情
あ
ふ
れ
る
台

湾
の
方
々
と
の
交
流
、
相
互
の
信
頼
感
醸
成
に
関
し
て
、
わ
ず
か
な
り

と
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
と
に
な
り
ま
す
。当
然
の
こ
と
な
が
ら
、こ
れ
ら
も
全
て
、大
江
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
亜
東
親
善
協
会
の
皆
様
が
日
頃
か
ら
台
湾
の
皆
様
と

の
交
流
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

私
自
身
も
、
当
時
は
観
光
庁
長
官
と
し
て
様
々
な
政
治
的
配
慮
を
求

め
ら
れ
る
立
場
で
、
台
湾
を
訪
問
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
制
約
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ぜ
ひ
台
湾
の
皆
様
に
お
会
い
し
御
礼
申
し
上
げ

た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
日
帰
り
訪
台
を
敢
行
し
た
こ
と
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
今
回
、
念
願
叶
い
二
泊
三
日
の
行
程
で
、
大
江
会
長
の
ご
仲

介
に
よ
り
台
北
で
は
亜
東
関
係
協
会
、
そ
し
て
交
通
部
観
光
局
の
幹
部

の
皆
様
と
懇
談
し
、
震
災
当
時
の
ご
厚
情
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
申
し

伝
え
る
と
と
も
に
、
相
互
の
率
直
な
意
見
交
換
を
通
じ
て
問
題
意
識
を

共
有
す
る
な
ど
、
大
阪
と
台
湾
の
絆
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
の
積
年
の
願
い
を
実
現
さ
せ
た
、
大
江
会
長
の
お
力
に
改
め

て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

一
〇
月
二
八
日
に
は
、
古
都
・
台
南
か
ら
日
本
へ
の
初
の
直
行
便
が
、

大
阪
に
向
け
て
就
航
い
た
し
ま
す
。
こ
の
新
規
就
航
に
あ
た
っ
て
は
、

将
来
の
総
統
候
補
と
も
目
さ
れ
る
、
台
南
市
の
頼
清
徳
市
長
が
大
い
に

尽
力
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
台
南
空
港
に
と
っ
て
も
初
の
日
本
路

線
で
あ
り
、
こ
れ
で
大
阪
は
、
日
本
の
都
市
で
唯
一
、
台
北
（
桃
園
）、

高
雄
、
台
中
、
台
南
の
台
湾
四
大
都
市
と
全
て
直
行
便
と
結
ば
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
大
阪
を
お
選
び
く
だ
さ
っ
た
感
謝
の
意
も
込
め
て
、

就
航
当
日
は
関
西
国
際
空
港
で
私
自
身
が
、
頼
市
長
を
お
迎
え
し
た
い
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「
亜
東
親
善
協
会
」
が
台
湾
か
ら
の
留
学
生
と
懇
談
会
開
催

「
一
般
社
団
法
人　

亜
東
親
善
協
会
」（
以
下
、
亜
東
親
善
協
会
）

は
一
一
月
五
日
、
東
京
地
区
で
学
ぶ
台
湾
人
留
学
生
組
織
「
中
華
民
国

留
日
東
京
同
学
会
」
の
メ
ン
バ
ー
三
五
名
と
の
懇
談
会
を
東
京
・
永
田

町
に
あ
る
参
議
院
議

員
会
館
の
会
議
室
で

開
い
た
。
懇
談
会
で

は
留
学
生
た
ち
か

ら
、
先
ご
ろ
日
本
で

安
全
保
障
関
連
法
案

（
以
下
、
安
保
法
案
）

が
可
決
さ
れ
た
こ
と

に
関
連
し
、
こ
れ
に

対
す
る
世
論
、
国
際

関
係
に
及
ぼ
す
影

響
、
安
全
保
障
に
関

す
る
台
日
米
の
立
場

と
見
解
、
両
岸
関

係
、
台
湾
に
対
す
る

日
本
の
見
方
を
は
じ

め
、
日
本
人
と
結
婚

し
た
中
華
民
国
国
籍

を
持
つ
配
偶
者
に
対

す
る
日
本
の
戸
籍
に
お
け
る
国
籍
記
載
の
問
題
な
ど
、
様
々
な
質
問
や

意
見
が
挙
が
っ
た
。

亜
東
親
善
協
会
の
大
江
康
弘
・
会
長
は
、
安
保
法
案
に
関
連
す
る
質

問
の
中
で
、「
民
意
」
と
「
法
治
国
家
」
の
定
義
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
共
に
、
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
法
律
制
定
の
難
し
さ
を
強
調
し

た
。懇

談
会
は
、
大
江
会
長
を
は
じ
め
、
同
協
会
の
会
員
議
員
で
あ
る
鈴

木
克
昌
・
衆
議
院
議
員
、
岸
信
夫
・
衆
議
院
議
員
、
鶴
保
庸
介
・
参
議

院
議
員
ら
が
あ
い
さ
つ
し
、
各
議
員
は
い
ず
れ
も
、
現
在
台
日
関
係
は

良
好
で
あ
り
、
今
後
も
双
方
の
関
係
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
た
い
と

の
考
え
を
示
し
た
。
懇
談
会
に
は
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
お
よ
び

公
益
財
団
法
人
交
流
協
会
の
関
係
者
も
そ
れ
ぞ
れ
出
席
し
、
留
学
生
た

ち
の
質
問
に
答
え
た
。

懇
談
会
に
続
き
、
留
学
生
た
ち
は
国
会
議
事
堂
内
を
見
学
し
た
。
参

加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
訪
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
衛
視

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
積
極
的
に
質
問
す
る
な
ど
、
興
味
深
く
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
見
学
後
、
留
学
生
た
ち
は
「
実
際
に
訪
れ
歴
史

の
重
み
を
感
じ
た
。
す
ば
ら
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
述
べ
た
。

二
〇
一
五
年
一
一
月
六
日

�

《
台
湾
週
報
よ
り
転
載　

文
責　

片
瀬
》
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事
務
所
だ
よ
り

＊
陣
内
伯
壹
書
道
個
展
の
お
し
ら
せ

�
私
、
陣
内
伯
壹
は
一
九
四
九
年
に
台
湾
台
北
し
に
生
ま
れ
、
就
学
前
か
ら
父
に

書
道
や
漢
文
の
基
礎
許
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
三
〇
数
年
前
日
本
伝
統
文
化
を

探
求
す
る
た
め
来
日
し
、
以
後
書
道
家
と
し
て
活
動
と
と
も
に
蒔
字
師
と
し
て

日
本
伝
統
文
化
の
仕
事
に
従
事
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
台
湾
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
個
展
で
は
、
私
が
台
湾
そ
し
て
日
本
で
学
び
得
た
書
道
お
よ
び
日

本
伝
統
文
化
の
知
識
・
技
術
を
作
品
と
し
て
表
現
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
個
展

が
台
湾
や
日
本
の
よ
う
に
多
様
性
に
富
む
東
ア
ジ
ア
の
文
化
を
表
現
し
東
ア
ジ

ア
の
文
化
交
流
に
役
立
つ
こ
と
を
願
い
ま
す
。
ぜ
ひ
個
展
に
て
ご
高
覧
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　

会
期
：
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
よ
り
十
二
月
十
日
ま
で

　
　

会
場
：
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
台
湾
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

港
区
虎
の
門
一
─
一
─
十
二　

虎
ノ
門
ビ
ル　

二
階　

　
　
　
　
　

電
話
〇
三
（
六
二
〇
六
）
六
一
八
〇

ぜ
ひ
個
展
に
て
ご
高
覧
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊
台
湾
訪
問
の
実
施

本
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
次
の
通
り
実
施
さ
れ
た
。

　
　

出
発
：
十
月
二
十
二
日
Ｃ
Ｉ
二
二
三
便
台
北
着
一
〇
時

　
　
　
　
　

二
泊
三
日
表
敬
訪
問
・
立
法
院
・
交
流
協
会
・
そ
の
他
行
政
機
関

＊
定
例
理
事
会
の
開
催

　
　
　

九
月　

八
日
（
火
）
砂
防
会
館

　
　

十
一
月
十
一
日
（
火
）
砂
防
会
館

　
　

十
二
月　

四
日
（
金
）
顧
問
・
理
事
・
監
事
研
修
会

＊
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

�

ご
案
内
の
通
り
旧
事
務
所
（
砂
防
会
館
本
館
四
階
）
ビ
ル
建
替
え
の
た
め
別
館
二
階
に
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

＊
新
入
会
員
の
ご
紹
介

林
三
統
、
長
尾
邦
央
、
劉
静
慧
、
岡
本
龍
郎
、
菊
地
大
自
、
谷
野
真
名
子
、
富
田
家
彰
、
藤
川
隆
史
、

（
夏
季
号
の
新
会
員
ご
紹
介
で
お
名
前
に
誤
り
が
ご
在
居
ま
し
た
、
お
詫
び
方
、
訂
正
申
し
上
げ
ま
す

　

誤
・
長
勢
達
也
・
正
・
長
瀬
達
也　

誤
・
菊
池
三
誠
・
正
・
菊
地
三
誠
）

�

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
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